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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公表番号】特表2020-515394(P2020-515394A)
【公表日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2020-021
【出願番号】特願2019-553395(P2019-553395)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/76     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   29/76     ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｊ   35/04     ３０１Ｌ
   Ｂ０１Ｊ   35/04     ３０１Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２２２　
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｄ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｐ
   Ｆ０１Ｎ    3/10     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月24日(2021.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入口端及び出口端を含む基材、第１のゾーン、第２のゾーン並びに第３のゾーンを含む
触媒物品であって、
　第１のゾーンが、第２のＳＣＲ触媒を含み、
　第２のゾーンが、（１）担体上の白金族金属と（２）第１のＳＣＲ触媒のブレンドを含
むアンモニアスリップ触媒（ＡＳＣ）を含み、
　第３のゾーンが、ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）及びディーゼル発熱触媒（ＤＥＣ）か
らなる群より選択される触媒（「第３のゾーン触媒」）を含み、
　第１のゾーンが第２のゾーンの上流に位置し、第２のゾーンが第３のゾーンの上流に位
置しており、
　触媒物品が受動的ＮＯｘ吸着体（「ＰＮＡ」）を含む、
触媒物品。
【請求項２】
　第１のゾーンがＰＮＡを含む、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項３】
　第２のゾーンがＰＮＡを含む、請求項１に記載の触媒物品。
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【請求項４】
　ＡＳＣが第１の層に含まれており、
　第３のゾーン触媒が、出口端から基材の全長未満まで延びる第２の層に含まれ、第２の
層が第１の層の最上部に位置し、第１の層よりも長さが短く、且つ
　第２のＳＣＲ触媒が、入口端から基材の全長未満まで延び、第１の層と少なくとも部分
的に重なる層に含まれている、
請求項１に記載の触媒物品。
【請求項５】
　第１の層が出口端から基材の全長未満まで延びている、請求項４に記載の触媒物品。
【請求項６】
　第１の層が入口端から基材の全長未満まで延びている、請求項４に記載の触媒物品。
【請求項７】
　第１の層が基材の全長にわたって延びている、請求項４に記載の触媒物品。
【請求項８】
　第１の層が第１のゾーン及び第２のゾーンの全長を覆っている、請求項４に記載の触媒
物品。
【請求項９】
　第１の層がＰＮＡをさらに含む、請求項４に記載の触媒物品。
【請求項１０】
　第１の層がＰＮＡを含むセクション（「ＰＮＡセクション」）を含み、ＰＮＡセクショ
ンがブレンドの上流に位置している、請求項９に記載の触媒物品。
【請求項１１】
　ブレンドがＰＮＡをさらに含む、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項１２】
　第１の層がＰＮＡ及び第３のＳＣＲ触媒を含むセクション（「ＰＮＡ／ＳＣＲセクショ
ン」）を含む、請求項４に記載の触媒物品。
【請求項１３】
　第１の層がＰＮＡ／ＳＣＲセクション及びブレンドを含み、ＰＮＡ／ＳＣＲ層がブレン
ドの上流に位置している、請求項１２に記載の触媒物品。
【請求項１４】
　第１の層がＰＮＡ／ＳＣＲセクションを含み、ブレンドがＰＮＡ／ＳＣＲセクションの
最上部に位置している、請求項１２に記載の触媒物品。
【請求項１５】
　第１の層がブレンドを含み、ＰＮＡ／ＳＣＲセクションがブレンドの最上部に位置して
いる、請求項１２に記載の触媒物品。
【請求項１６】
　担体が、（１）シリカ、及び（２）２００より高いシリカ対アルミナ比を有するゼオラ
イトからなる群より選択されるケイ質材料を含む、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項１７】
　白金族金属が、白金族金属及び担体の総重量の約０．５ｗｔ％から約１０ｗｔ％の量で
担体上に存在する、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項１８】
　ブレンド内で、第１のＳＣＲ触媒の、担体上の白金族金属に対する重量比が約１０：１
から約５０：１である、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項１９】
　第１のＳＣＲ触媒とＰＮＡが５：１から１：５の比で存在する、請求項１に記載の触媒
物品。
【請求項２０】
　ＰＮＡがモレキュラーシーブ上の白金族金属を含む、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項２１】
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　ＰＮＡがゼオライト上のＰｄを含む、請求項１に記載の触媒物品。
【請求項２２】
　排気流からの排出を減少させる方法であって、
排気流を、請求項１に記載の触媒物品と接触させることを含む、
方法。
【請求項２３】
　触媒物品に入る排気流の温度が≦１８０℃であるとき、排気流が≧１のアンモニア：Ｎ
Ｏｘ比を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　触媒物品に入る排気流の温度が≧１８０℃であるとき、排気流が＞０．５のアンモニア
：ＮＯｘ比を含む、請求項２２に記載の方法。
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